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町
場
を
中
心
と
し
た
住
宅

の
建
築
は
、
経
済
不
況
に
よ

り
仕
事
は
激
減
し
、
危
機
的

状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。

住
宅
着
工
戸
数
は
通
年
百

二
十
万
戸
前
後
か
ら
八
十
万

戸
台
に
、
同
時
に
建
設
投
資

が
八
十
兆
円
台
か
ら
四
十
兆

円
台
に
大
き
く
落
ち
込
み
、

中
で
も
建
設
投
資
の
六
割
を

占
め
る
民
間
投
資
が
減
少
し

て
お
り
、
特
に
、
労
働
者
の

賃
金
が
下
が
り
、
度
重
な
る

増
税
と
社
会
保
障
の
後
退
に

よ
り
負
担
が
増
え
、
住
宅
に

″輝
く
県
政
へ
圏
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リ
フ
ォ
ー
ム
　
　
　
　
を

霧

建
熟双労
働
組
〈口執
塞

尋

藤

田

陸

海

お
金
を
使
う
余
裕
が
無
く
、

住
宅
建
設
投
資
が
激
減
し
て

い
る
の
が
仕
事
不
足
の
減
少

の
要
因
に
な

っ
て
い
ま
す
。

＊

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連

合
の
加
盟
組
合
は
、
自
治
体

に
お
け
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
創
設
で
地
域
経

済
の
活
性
化
を
は
か
り
、
仕

事
確
保
に
つ
な
げ
る
と
り
く

み
と
し
て
全
国
的
に
と
り
く

ん
で
い
ま
す
。

こ
と
し
八
月
二
十

一
日
現

在
で
四
十
六
都
道
府
県
中
四

県
と
四
百
十
九
市
区
町
村
で

実
施
さ
れ
、
各
自
治
体
の
助

成
金
額
は
五
万
円
～
四
十
万

円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
エ
事

は
建
物
だ
け
で
な
く
、
電
気

器
具

・
カ
ー
テ
ン

・
テ
ー
プ

ル

・
家
具
の
買
い
替
え
な
ど

も
あ
り
、
建
築
以
外
に
も
財

政
効
果
が
生
ま
れ
、
実
施
し

て
い
る
全
て
の
自
治
体
で
十

～
二
十
倍
近
く
の
財
政
効
果

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
秋

田
県
で
は
予
算
十
五

・
五
億

円
（
県
の
実
施
に
と
も
な
い
、

二
十
五
の
自
治
体
中
二
十

一

の
自
治
体
で
実
施
）
、
佐
賀
県

で
は
二
十
億
円

（
二
十
の
自

治
体
中
十
四
の
自
治
体
で
実

施
）
、
山
形
県
で
は
県
の
実
施

に
伴
い
全
て
の
自
治
体
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊

兵
庫
県
下
で
も
兵
庫
県
建

設
労
働
組
合
連
合
会
の
加
盟

組
合
で
自
治
体
交
渉
や
議
会

請
願
に
よ
り
、
明
石
市
を
先

頭
に
稲
美
町

・
播
磨
町

・
福

崎
町

・
香
美
町

・
養
父
市

・

朝
来
市

・
多
加
町

・
相
生
市

・

赤
穂
市

・
篠
山
市
で
実
施
さ

れ
て
お
り
、
四
十

一
自
治
体

中
十

一
自
治
体
に
広
が

っ
て

い
ま
す
。
東
播
建
設
で
は
七

つ
の
自
治
体
で
創
設
に
成
功

し
、
仕
事
に
大
き
く
結
び
つ

い
て
い
ま
す
。
同
時
に
施
主

さ
ん
に
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

東
京
の
板
橋
区
に
続
い
て

早
く
か
ら
実
施
し
た
明
石
市

の
内
容
が
、
明
石
方
式
と
し

て
全

国
で
広
ま

っ
て
い
ま

す
。
神
戸
市

・
姫
路
市
や
県

に
対
し
て
と
り
く
み
を
強
め

創
設
の
実
現
が
出
来
れ
ば
全

国
的

に
更
に
大
き
く
前
進

し
、
国
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
る
で
し

ょ
う
。
公
契
約

条
例
の
制
定
と
と
も
に
全
力

で
と
り
く
み
、
組
合
員
の
仕

事
に
結
び
付
け
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。


